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【芸術鑑賞教室】 

11/21(木)本校体育館にて、芸術鑑賞教室を実施しました。 

今年は邦楽民謡「れんま」というグループに来ていただきました。 

生の三味線や尺八、民謡はとても迫力があって、演奏中に拍手や掛け声で

盛り上げたり、最後はソーラン節をステージで踊ったりと、一緒に参加し

ながら演奏を楽しむことができました。普段あまりなじみのない「邦楽民

謡」というジャンルの音楽でしたが、みんな大盛り上がりでした。 
 

【生徒会役員選挙】 

12/13(金)に、令和６年度生徒会役員選挙を行いました。今年度は 1～Ⅲ部生合わせて、計 24名が立候補

しました。当日の選挙では、１人あたり２分の演説の中で公約を掲げました。それぞれ、学校をよくするた

めに自分がしたいことを思い思いに伝えたすばらしい演説でした。また、選挙管理委員も選挙のために、前

日準備や当日の担当業務、集計作業などの仕事を頑張っていました。 

選挙の結果、令和７年度生徒会役員には、１年次５名、２年次６名、３年次２名の計 13名が当選しまし

た。旧生徒会から引継ぎが行われ、新生徒会が始動します。これからの活躍に期待です。 

 

不登校生徒支援システムStep広場を開場して半年 
 

                          東京都立六本木高等学校長 松本 治子 

 

本校では、不登校生徒支援システムの１つとして６月に Step広場を開室しました。開室後半年がたち、 

生徒の間にも浸透し始め利用者数は 100人を超えました。生徒たちは様々な目的で利用しています。 

Step広場での学習に取り組みながら登校に慣れ、授業に戻ることを目標にする生徒。休み時間や空き時

間に居場所としての利用や授業の予習・復習や課題作成、受験勉強など学習場所として活用する生徒。そ

して、学校生活や進路などの相談で利用する生徒など多くの生徒が Step広場を利用しています。 

本校では、相談部が中心となり、担任、健康相談室、スクールカウンセラー、ユースソーシャルワーカー

と連携しながら、生徒が安心して学校生活を過ごせるように支援体制を整えています。高校生という多感

な時期に、生徒は様々な困難や課題に直面していくことでしょう。多くの大人たちが関わることで、生徒

の成長の支えとなり、自分の良さや可能性を認識するとともに、困難や課題を乗り越え未来を担う社会の

創り手となることができるよう、教育目標の実現を目指し、日々学校経営に取り組む所存です。 

本年度も、保護者の皆さまには御支援・御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 



【短期集中講座】7,9,12 月に実施。特色ある38 講座から選択し、普段とは異なる学習に取り組みます。 

【いのちと性】 

 授業は「生」と「性」に焦点を当てて心身の健康を維持する要素について学びます。教材には 

インクや風船など感覚的にも理解を促す工夫をして、命を尊び、今後生活していく上で役立つ、

豊かな人間関係を築いていくための知識の習得とその態度を養う授業を行っています。 

 文化祭では、一人一人が調べ学習をまとめたパワーポイント資料を作成し展示発表しました。 

【サッカー部】 
 先日、第62回定通総合体育大会（秋季大会）が行われました。対戦相手は、春季大会に悔しく

も敗れた世田谷泉高校。再び顔を合わせることに、「春の借りは必ず返すっ！」と意気込んで臨ん

だ大会でした。 

試合は、こちらが優勢で試合を運びました。１点をリードして折り返した後半。相手も負けじと

死に物狂いで食らいつき、１点を取り返されてしまいました。同点で迎えたPK戦。こちらは、事

前に順番を決めていたこともあり、その表情は自信に満ち溢れていました。結果、春の借りを返す形となり、「４－３」で勝利を収め

ることができました。その後、稔ケ丘高校にも勝利し、今大会優勝校の星槎国際高校に準決勝で敗れるものの、ここ数年で最上位の

【東京都３位】に輝くことができました。メダルをもらった時の子供たちの笑顔は忘れられません。今、生徒は一生懸命サッカーに

取り組んでいます。「自分を高めたい、変えたい、成長したい」、そんな気持ちのあるそこのあなた、一緒にサッカーどうですか。 

【簿記部】 
よく聞かれるのが「簿記ってなに？」。簿記とは「帳簿記入」を略して「簿記」と言います（諸説あり）。簿記は、企業における「お

金の流れ」記録し、「財政状況」「経営状況」を第三者（株主等）に公開をし、株主は投資の判断を行います。さて、六本木高校におい

て「簿記を学ぶメリット」ですが、正直な話し、高校生活においては、ほぼ役に立ちません。しかし、卒業後に必要性が求められる機

会があります。例えば 4年制大学の経営・商学部へ入学をすれば基本的に簿記は必修科目として扱い、有資格者は単位認定等とする

大学が多いです。また、簿記検定を合格している者は、入試の際に優遇をしている大学も増えています。就職においては、履歴書に書

ける資格でもあります。なにやら難しい話しと思いますが、簿記を学習するにあたり、小・中学校の成績は一切関係ありません。   

また、計算は電卓を利用してください。活動については、場所は本校を主に、気分転換として大学図書館等で行っています。活動

時間は基本的に昼休み・夕休みの時間。または、土・日曜日で行い、検定合格を目標に、大会への出場を主に活動を行っています。 

もし、興味があるようでしたら、簿記部員または顧問まで。 

 

【ハロウィンイベント・酉の市（麻布十番商店街主催）】 
 麻布十番商店街では、10月25日にハロウィンベント、11月17日と29日に  

酉の市が開催され、本校生徒もボランティアとして参加しました。当日は受付業務や 

ゲームの担当などに分かれ、イベントの盛り上げに協力してきました。 

<参加生徒の感想>  

 ・小さい子にお礼を言われたりすることが多くて、参加してよかったです。 

 ・酉の市のボランティアでは、地域の人たちと関わることができ、様々な年代の方  々

と関わることの大変さや必要性に気づくことができました。 

【ゆるストレッチ】 

自律神経や体内時計など日々の健康維持についての講座をするとともに、Youtubeを用いて 

各自ストレッチの実習を行っています。生徒たちはそれぞれの課題を設定し、集中して取り組んで 

いました。講座を通して、健康への意識が高まってくれたら嬉しいです。 

【ソフトテニス】「ソフトテニス」は、日本で生まれ育った大衆スポーツです。ゴムボー
ルを使用します。生徒はほとんどが初心者ですが、ストロークやサーブ、ボレーなど様々な練習を

通して、どの生徒も試合ができるレベルまで上達することができました。老若男女問わず幅広い年

齢層が楽しめる生涯スポーツのため、いつかまた取り組んでほしいと思います。 


